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視点

1991-2010: 人財コンサルタント
20０１-2015：日本企業の社外取締役

2011-2015: 経済同友会副代表幹事
2011-2013: 人財育成・活用委員会委員長

「意思決定ボード」のダイバーシティに向けた経営者の行動宣言

経済成長に向けた「人財の採用・育成・活用の真のダイバーシティを
目指す経営者の行動宣言」他

2013-2014: 新しい働き方委員会委員長
世界に通ずる働き方に関する企業経営者の行動宣言：

－主体的な個人によるスマート・ワークの実現を目指してー

2015-2016: 雇用労働市場委員会委員長
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日本企業のグローバル展開

出典：経済同友会報告書２０１４

未グローバル化 日本中心型 日本主導型 バリュー共有型
グローバル展開タイプ グローバル連携タイプ グローバルネットワークタイプ
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バリューチェーン・権限・組織のタイプ グローバル最適型
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出典：経済同友会行動宣言2015 3



多様な働き方を可能にする規制改革：情報開示

１．企業と個人の契約関係：義務と責任

２．期待値の一致：ハイ・リスク ハイ・リターン対ロウ・リスク ロウ・リターン

３．情報の量と質：企業と個人の責任

４．新しい働き方：個人の“二ツのジリツ（自律・自立）と企業の環境提供
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